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高等部研究テーマ

卒業までに身に付けさせたい

情報活用能力の整理



今年度の研究目標

（１）身につけさせたい情報活用能力について、授業
の単元計画の中で扱う内容を検討し、授業づくりを行
い、情報活用能力を育成するための手立てを検討する。

（２）授業実践後に手立てや目標について適切であっ
たかどうかを検討し、授業改善につなげ、教職員の指
導力と専門性の向上を目指す。



研究方法

①卒業までに身に付けさせたい情報活用能力の検討

生徒を療育手帳の区分をもとに４つのグループに
わけ、グループごとに身に付けさせたい情報活用
能力を検討した。

「ICT活用能力チェックシート」を用いて検討した。



①卒業までに身につけさせたい情報活用能力の検討

療育手帳A-1の生徒にとっては、ICT機器の画面に
自らタッチしたり、注目したり、自分で操作したことの満
足感を得るなどの力が身についていくとよい。

ICT機器の利用については、触った感触や音などア
ナログな情報を得ることで理解につながる段階である。
そのため、ＩＣＴ機器の活用については、教師が使用場
面を精選することが大切である



①卒業までに身につけさせたい情報活用能力の検討

療育手帳A-2グループの生徒にとって、日常的に用いる
日付や曜日などの情報を自ら得ることができることが大切
である。そのために、自立活動や個別活動の指導で情報を
集める能力を育んでいく必要が得る実態である。

自分から発信、表現しようとする力や発信を受け止めて理
解する力、指示や話を受け取る、収集する力が高まるとよい。



①卒業までに身につけさせたい情報活用能力の検討

療育手帳B-1グループの生徒にとっては（４）、（５）
が主になっているが、チェックシートの内容では（１）～
（３）は大枠になっている。そのため、このグループでは
その部分をさらに整理して必要な情報活用能力につい
て当てはめていく必要がある。



①卒業までに身につけさせたい情報活用能力の検討

療育手帳B-2グループの生徒にとっては、（７）の段
階が主になっている。

社会に出た後も情報機器を扱うことが増えることが予
想される。そのため、ある程度発展的な内容についても
理解して活用できるようになってほしい。



①卒業までに身につけさせたい情報活用能力の検討

「ICT活用能力チェックシート」より



①卒業までに身につけさせたい情報活用能力の検討

「ICT活用能力チェックシート」より



研究方法

②対象授業での検討

対象授業を「社会／自立活動」とした。

調べ学習や学習した内容の発表や共有
など情報活用能力の育成をねらう場面
の設定がしやすい。



②対象授業（社会／自立活動）での検討

～自立活動グループ～

「季節を感じよう」 「家事に挑戦しよう」

好きな場面でボタン
を押して写真を撮る

・誰かが喜んでくれる
ことがわかること

・五感で感じた情報を
適切に処理すること

感覚を広げる、感覚を得る、
感覚を高める、人との関わりをも

つことを目標に設定した。



②対象授業（社会／自立活動）での検討

～自立活動グループ～

ICT機器の利用について

教材として教師が用いること
で、生徒に情報を示すための
ツールとして有効活用できた

視覚的な情報を提示したい場
合、活用は難しかったが、聴
覚的な情報を提示する場合は

有効であった

生徒に応じてICT機器の活用の仕方が変わる。
ICT機器の活用が有効であるかどうか検討する

必要がある。



②対象授業（社会／自立活動）での検討

～社会Aグループ～

教科等 社会A 単元名 災害から自分の身を守ろう

指導時期

指導時数

２学期前半

９時間

単元

目標

知識及び技能
災害の種類によって取るべき行動が変わることがわかる。

思考力・判断力・表現力等 校内の非常持ち出し袋や避難経路等を確認し、防災グッズ

について調べたり考えたりする。

学びに向かう力・人間性等 災害が危険であることを理解し、緊急時に適切な行動を取

る態度を養う。

情報活用

能力

知識・技能
どの情報を活用するか選ぶことができる。（１・２・３）

身近な物事へ関心をもつことができる。（１・２・３）

思考・判断・表現
話を聞いたり、写真等を見たりして情報を得る。（１・

２・３）

入力した文字や文章を注目したり読んだりする、（０）

学びに向かう力・人間性等 うまくいかないときに繰り返し取り組もうとしている。

（１・２・３）



②対象授業（社会／自立活動）での検討

～社会Aグループ～

生徒によって情報の提示の仕
方を変えたことで、理解が深
まったことを実感できた

提示方法や発問する順序など
については、他の強化でも活

かすことができた

意思の発信に課題のある生徒が多いため、どのよう
に情報を伝えるか、どのように発信させていくかは

今後の課題である



②対象授業（社会／自立活動）での検討

～社会Cグループ～
教科等 社会C 単元名 自然災害と自分にできること

指導時期

指導時数

２学期後半

７時間

単元

目標

知識及び技能
身近な地域の自然災害について調べ、災害から身を守るための行動と災害から

人々を守るための活動を知っている。

思考力・判断力・表現力等
地域のハザードマップから安全な場所や危険な場所を読み取り、場面ごとに、

どこに避難するかを考え、グループや全体に共有している。

学びに向かう力・人間性等
調べたことを振り返り、災害時や現在に備えとして、自分や家族を守るために

何ができるのかを考えようとしている。

情報活用

能力 知識・技能
知りたい情報を組み合わせて検索できる。

効果的なプレゼンテーションの方法を知っている。

思考・判断・表現
情報をもとに意見を出すことができる。

表現方法を相手に合わせて選択し、相手や目的に応じ、自他の情報

を組み合わせて適切に表現する。

学びに向かう力・人間性等
必要に応じて自分からタブレットなども活用しようとしている。



②対象授業（社会／自立活動）での検討

～社会Cグループ～

様々な情報収集の手段を伝えたこと
で、生徒が自分に合った情報収集の

方法を選ぶことができる

生徒にとって要点を
絞って情報を得ること

は難しかった

ICT機器を活用する機会
を増やし、丁寧に情報活
用能力についての実態把
握を行う必要がある



②対象授業（社会／自立活動）での検討

～社会Bグループ～

教科等
理科社会B 単元名 地域の安全を考えよう

指導時期

指導時数

２学期

６回

単元

目標

知識及び技能
地図の情報の読み取り方や、それぞれの地町村の災害時に危険

な場所を知る。

思考力・判断力・表現力等
学校周辺や生活している市町村の災害時に危険な場所について、

地図の情報を読み取ることを通して考える。

学びに向かう力・人間性等
地図を使ったグループワークや調べ学習に積極的に取り組む。

情報活用能力

情報活用能力

知識・技能
タブレットや本などの媒体から情報を収集する。（４）

収集した情報を絵や図、写真などを用いてまとめる。（５）

思考・判断・表現
提示された情報から、必要な情報を探し出す。（４）

調べたことを発表する。（４）

学びに向かう力・人間性等
調べるためのキーワードなどを自分で考えて情報を見つける。

（３）

自分が得た情報を相手に
わかりやすく伝える部分

に重点をおきたい

そのために……

まずは学習内容に関する正しい
知識を定着させる必要がある



②対象授業（社会／自立活動）での検討

～社会Bグループ～

（１）グーグルマップをもちいた地図の要素の理解

（２）ハザードマップ上の身近な災害を理解

（３）身近な地域の危険な場所をまとめ、発表する



②対象授業（社会／自立活動）での検討

～社会Bグループ～

（１）グーグルマップをもちいた地図の要素の確認

地図上の道路や線路、川
や山などがどのように記
されているのか分かった
上でハザードマップの読
み取りにつなげたい。



②対象授業（社会／自立活動）での検討

～社会Bグループ～

（２）ハザードマップ上の身近な災害を理解

・川の近くが洪水で危ない
・山の近くが土砂災害で危ない

といったことを
読み取ってほしい

情報収集はタブレット
端末を用いた



②対象授業（社会／自立活動）での検討

～社会Bグループ～

近隣の避難所を知る

・避難所が安全な場所にあること
・自宅周辺の避難所を
知っておいてほしい



②対象授業（社会／自立活動）での検討

～社会Bグループ～

（３）身近な地域の危険な場所をまとめ、発表する
まとめ作業は紙媒体で

行った

ここまでで学習した内容を使って
「ここは土砂災害で危ない」
などまとめることができた



②対象授業（社会／自立活動）での検討

～社会Bグループ～

成果

ハザードマップ
を読み取ること

ができた

まとめて発表す
ることができた



②対象授業（社会／自立活動）での検討

～社会Bグループ～

課題

考える時間が
十分でなかった

実態把握が
十分でなかった



全体を通してのまとめ

情報活用能力の中で…

情報手段を適切に
用いて情報を

得る力

得られた情報を
分かりやすく

発信・伝達する力



全体を通してのまとめ

ICT活用能力実態チェックシート

実践の中で整理が必要



令和７年２月５日（水）

第３回全体研究会

高等部

ご清聴ありがとうございました
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